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研究成果の概要 

2022年度は主に、[課題 1] I. sakaiensisの PET代謝機構の全容解明、について取り組んだ。これま

でに I.sakaiensisより同定した２種の PETオリゴマー分解酵素の詳細な解析を進めた。酵素活性につ

いては、その基質特異性や、活性のレベルを確定させつつある。また、結晶構造解析により、基質アナ

ログとの共結晶構造を明らかにし、他方についてはタンパクの収率が著しく低く、AlphaFold2 による

予測にとどまっているが、予測精度は高い（pLDDT score 92.00）。それぞれ現在、機能・機能相関を明

らかにすべく解析を進めている。また、これら酵素の PET生分解における生理学的な役割についても解

析を進めている。また、ほかに I. sakaiensis の PET 代謝において、PET の最小ユニットである MHET

が TPA代謝を活性化することを見出した。[課題 2]新規 PET分解菌のスクリーニングでは、土壌の集積

培養により得られたサンプルのメタゲノム解析により、I. sakaiensisの PET分解関連酵素のホモログ

をコードする遺伝子を複数取得した。[課題 4] 高機能型 PET分解酵素の創製では、高安定な PET分解

性酵素に PETase由来アミノ酸を導入することにより、高活性かつ高安定な PET分解酵素の創出に成功

した。 
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